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サッカー選手の方向転換動作に関する研究
Study丘）rCuttingmaneuversinsoccerplayers
笹木　正悟（Shogo Sasaki）　指導：福林　徹
修士論文要旨
【緒言】
サッカーの動きは，陸上競技のような単一方向への直線
的な動きのみならず，様々な方向への動きが混在している
ということが特徴的である．サッカーでは緩急あるスピー
ドの中で，曲線走やバック走，また急激なストップや方向
転換，カッティングなど様々な動きが求められる．しかし
ながら，これまでのカッティング動作や方向転換動作に関
する報告は，前方や側方への方向転換動作に着目した報告
がほとんどであり，後方への方向転換動作に関する研究は
非常に少ない．また，後方への方向転換能力に関する要因
はいまだ明らかにされていない．そこで本研究では，前方
と後方への方向転換動作の違いを明らかにし，それぞれの
方向転換能力に関わる要因について検討することを目的と
した．さらに，実際のサッカー競技現場における後方への
方向転換動作のキネマティクスについて検討することを目
的とした．
【実験1：前方および後方への方向転換動作に関する筋電
図学的検討】
熟練したレベルである健常な某大学男子サッカー部員7
名を対象に，前方への方向転換走である“丘ont－StePCutting”
と，後方への方向転換走である“back－SteP Cutting”を実施さ
せた．各方向転換動作時の大腿直筋（RF），長内転筋（AL），
中殿筋（GMED），大殿筋（GMAX）の筋活動および方向転換
時の矢状面上股関節角度変化を，筋電図と二軸ゴニオメー
ターを用いて記録した．
RF　およびAL　の　EMG　ピーク形成タイミングは
“丘ムnt－StePC示ting”と“back－StePCuiting”とで異なっており，
このことが特にRFおよびALにおける筋活動パターンの
違いを生じさせていた．このことから，“h・Ont－StePCutting”
と“back－SteP Cutting”では、方向転換時の動作パターンが異
なることが考えられた．特に『impactabsorptionphase』と
『propulsionphase』のstancephase全体に占める割合やタイ
ミングが“丘ont－StePCutting”と“back－StePCutting”では異なり，
このことが下肢筋群の筋活動パターンの違いを生じさせた
ものであると考えられる．
【実験2：前方および後方への方向転換能力に及ぼす影響
についての検討】
熟練したレベルである健常な某大学男子サッカー部員
17名を対象に，1辺が10mの90度方向転換走である
“丘ont－StePCutting”と“back－StePCutting”を実施させ，各方向
転換走の走タイムおよび接地時間を記録した．また，方向
転換時の動作を前額面および矢状面の二方向から撮影し，
それぞれの方向転換動作における体幹傾斜変異量を算出し
た．体力的要素の指標としては，20mスプリント走タイム
およびCounter－mOVementJump（CMJ）の記録を用い，各方
向転換能力に関わる要因について検討した．
“front－StePCutting”は“back－StePCutting”に比べて速い走タ
イムを記録し，方向転換時の接地時間は短かった．また，
“丘onトStePCutting”においては，方向転換走タイムとCMJと
の間に相関関係が見られた．その一　方で，“back－SteP
cutting”においては，方向転換走タイムとCMJとの間に関
係性は見られなかったものの，方向転換時の接地時間と
『impactabsorptionphase』での体幹傾斜変位量との間に相
関関係が見られた．このことから，前方への方向転換能力
には特にSSC　を利用した脚伸展パワーといった体力的要
因が大きく影響を及ぼしている一方で，後方への方向転換
能力には体力的要素のみならずCenterofMassをコントロ
ールするために体幹を安定させる技術的要因が関与してい
ることが示唆された．
【実験3：実際のサッカー競技現場における後方への方向
動作についての検討】
3　台のビデオカメラで撮影された映像をもとに，
“model－basedimagematchingtechnique”による三次元的動作
構築を行い，自陣1対1の局面において相手選手のドリブ
ルに対応する後方への方向転換動作を解析した．解析に用
いた方向転換動作は，自陣1対1の局面において相手選手
のドリブルに対してしっかりと対応できている，よい実践
例であると考える．
後方への方向転換パフォーマンスの優れた実践例では，
低重心と前傾姿勢による下肢関節および体幹の安定化が図
られており，特にサッカーのような刻一刻と状況が変化す
る中で行われるオープンスキルの競技や，複数の因子が相
互に関与して行われている方向転換動作のようなパフォー
マンス評価の検討には，実際の映像から三次元的動作構築
を行う“mode1－basedimagematchingtechnique”が非常に有用
であることが考えられた．
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